
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和２年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

バス停留所標識柱設置事業

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

バス停留所標識柱設置事業 雲南市 1,540,000 1,540,000

交付金事業に関係する市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次雲南市総合計画（平成27年度～令和6年度）（後期基本計画　令和2年度～令和6年度）
　　政策：Ⅱ安全・安心で快適なまち《定住環境》
　　施策：13公共交通ネットワークの充実
　　　・まちづくりと連携した持続可能な公共交通体系を構築し、公共交通機関の利用促進を図ります。
　　　・既存の交通網の整備を図るとともに、多様な交通手段の提供により、利用者の利便性を確保します。
　　施策目標
　　　　市内の公共交通サービス機関（バス・ＪＲ・だんだんタクシー・デマンド型乗合バス）に満足している市民の割合
　　　　　　現状　48.5％（令和元年度）
　　　　　　目標　56.0％（令和２年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 雲南市

交付金事業実施場所 雲南市加茂町加茂中　外３９か所

交付金事業の概要

　雲南市民バスは、現在30路線、161便／1日運行しており、バス停留所が市内全域に約450箇所に設置されています。この
バス停留所に設置している標識柱は、バスの乗降場所、時刻及び行き先等を掲示し利用者に示すものであるため、利用する
上で必須です。しかし、経年劣化による老朽化により、朽ち果てている箇所や標識柱が無い箇所等が存在しています。この
ことから、老朽化したバス停留所標識柱について40基の更新を実施します。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

市内の公共交通サービ
ス機関（バス・ＪＲ・だんだ
んタクシー・デマンド型
乗合バス）に満足してい

る市民の割合 56.0%

市民アンケートにおいて
「市民の公共交通サー
ビスに満足している」項
目に満足、多少満足と
答えた数／市民アン

ケート回答者数

成果実績 ％

目標値 ％ 56.0

達成度 ％

評価年度の設定理由

本市は毎年度の市民アンケート結果を事務事業評価に反映して事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

－

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

40

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

２年度

市民バス標識柱の更新数

活動実績 基 28 16 40

活動見込 基 28

交付金事業の総事業費等 30年度 令和元年度 ２年度 備考

交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位 30年度 令和元年度

16

総事業費 1,036,800 649,000 1,540,000

交付金充当額 1,036,800 649,000 1,540,000

雲南市役所　政策企画部　地域振興課

1,036,800 649,000 1,540,000

交付金事業の契約の概要

契約の相手方

有限会社サンユウ工芸(雲南市)

契約金額

1,540,000バス停留所の標識の製作及び設置 一般競争入札

交付金事業の担当課室 雲南市役所　政策企画部　うんなん暮らし推進課

契約の目的 契約の方法

交付金事業の評価課室


